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　日本人女性のおよそ 11 人に 1 人が乳がんに

かかると言われています。

  乳房は皮膚、脂肪組織、乳腺組織からできて

おり、乳腺は母乳をつくる小葉と、母乳を乳首

まで運ぶ乳管に分かれています。

  乳がんは、これら乳管と小葉に発生する悪性

の腫瘍のことをいいます。

　初期の段階では自覚症状はほとんどありませんが、病気の進行とともに症状が現れます。

乳がんは、早期に発見・治療すれば治ることが多く、治療してから 5 年後の生存率は

90% 以上といわれています。そのため、早期発見と早期治療が重要です。

40 歳を超えたら、2 年に一度乳がん検診を受けることが国の指針で推奨されています。

・乳房、わきの下にしこりがある

・乳房に痛みがある

・乳頭に異常がある（分泌物が出る・ただれ）

・乳房の皮膚に異常がある（えくぼ・腫れ・ただれ）

こんな症状ありませんか？
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自分で判断せずに、あれ？おかしいな？と

感じたら、早めに乳腺外科を受診して検査を

受けるようにしましょう。


